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 漢詩の部、短歌の部の両方に出場する事が出来ますが、 短歌の部は出場者4名以上が
 コンクール対象なります。入賞率は漢詩の部（7%)。短歌の部（14％）で四捨五入です。
 詩文はクラウン吟友会が示した詩文と同じにする。但し詩文の読みが異なる場合は、申込書と
併せて事務局に提出すること。　　　　吟題発声は無し・詩文は見ても良い。
 各地区予選の出場申込は２会場までエントリー出来ます。
 既納の申込金は返却されませんので予めご了承下さい。
 尚、地区大会で入賞した方は全国大会でも同じ詩文を吟じて下さい。
但し全国大会最終決選に残った方は決選大会時の吟題とは異なる吟題（今年度分）　
を選定の事。

 伴奏は、絶句編、馥郁編、悠然編、燦燦編、皓皓編、まほし編の中の伴奏曲を使用します。
 当日は主催者が申し込みの伴奏曲を流します。
 漢詩の部１名「3,000円」短歌の部１名「3,000円」但し漢詩、短歌の部を両部申込の方
 は「6,000円」と致します。振込は郵便振替にて各地区名の口座番号に振込み下さい。
 郵便振替の口座番号（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 郵便振替の名義　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

日　時 令和8年10月18日（日）
場　所 日本教育会館一ツ橋ホール 〒101-0003　東京都千代田区一ツ橋2-6-2

 入賞者は次年度課題詩のレコーディングを行い、CD化して全国発売致します。
 漢詩、短歌の部に両部合格の方はどちらかを選んで下さい。 CDの受け持ち枚数は50枚です

ＣＤ発売
　

第53回クラウン全国吟詠コンクール応募要項
主　　催 日本クラウン株式会社　　日本クラウン吟友会

1 目　　的  吟詠の本質に徹し心技ともに優秀な新人吟士を選出し、吟詠のＣＤ化、 舞台発表等により、
吟詠界の健全な発展に寄与することを目的とします。
（　　　　　　　　　　　）地区　　　　※問合せ先

 また所属する宗家・会長・代表者の推薦を必要とします。5 資　　格
 吟詠愛好者（流派は問わず、年齢制限は無し）。但し他のレコード会社に所属する方は応募できません。

全国決選時に18歳以下の方は、出吟料は無料とします。

6 注意事項

7 伴 奏 曲

9 表　　彰  全国大会出場認定書（決選出場者）他、優秀賞・高齢者賞を贈り表彰します。
賞状はA4サイズです。

8 出 吟 料

【全国大会】
10 出吟料  漢詩の部のみ「6000円」短歌の部のみ「6000円」です。

 両部の出場者は「12,000円」です。

11

13 録　　音

課題吟はクラウン名流吟詠古今名詩特選集として全国発売（R8.2.26予定）致します。 

12 入賞者 入賞者（漢詩10名・短歌5名）はクラウン㈱より表彰され、吟友会の入会資格が得られます。
※但し、入会後は他のレコード会社への手続きは出来ません。



令和8年1月24日作成

1 21
2 22
3 23
4 24
5 25
6 26
7 27
8 28
9 29
10 30
11 31
12 32
13 33
14 34
15 35
16 36
17 37
18 38
19 39
20 40

切り取り線 ここから切り取りお送り下さい

申込書は漢詩・短歌をそれぞれ提出して下さい。 漢詩・短歌に○をする。

吟題 作者

本名 フリガナ 絶 句 番 燦燦 番
馥 郁 番 皓皓 番
悠 然 番 まほし 番

住所 〒 高齢者表彰（85歳以上）を
□希望する　　□希望しない

吟号 男 流派
女 会名

〒

※上記申込書と返信用封筒（長形3号）に〒番号、住所、氏名を記入し110円切手を貼り投函
願います。（申込書はｺﾋﾟｰ可）また、詩文の読みが異なる場合は、同封すること。
※HPから詩文表・参考伴奏リストダウンロード可能（https://crown-ginyukai.com/about/）

QRコード

漢詩短歌第53回クラウン全国吟詠コンクール（　　　　）地区大会申込書　
音程 本

電話

第53回クラウン全国吟詠コンクール課題詩
暁 に 発 す 月 田 蒙 斎 長 城 王 遵

桜 祠 に 遊 ぶ 広 瀬 旭 荘 竹 里 館 王 維

河 内 路 上 菊 地 渓 琴 早 に 深 川 を 発 す 平 野 金 華

鸛 鵲 楼 に 登 る 王 之 渙 洞 庭 湖 に 遊 ぶ 李 白

京 都 東 山 徳 富 蘇 峰 独 柳 杜 牧

九月十三夜陣中の作 上 杉 謙 信 日 本 刀 を 詠 ず 徳 川 光 圀

熊 本 城 原 雨 城 春 の 花 を 尋 ぬ 管 三 品
正 岡 子 規

江 畔 独 歩 花 を 尋 ぬ 杜 甫 無 題 阿 倍 仲 麻 呂
黄鶴楼にて孟浩然の広 李 白 子 規 を 聞 く

獄 中 の 作 橋 本 佐 内 芳 野 懐 古 藤 井 竹 外

後夜仏法僧鳥を聞 く 空 海 あ さ み ど り 明 治 天 皇

坂 本 龍 馬 を 思 う 河 野 天 籟 く れ な い の

出 郷 の 作 佐 野 竹 之 助 十 億 の 暁 鳥 敏

春 簾 雨 窓 頼 鴨 厓 た わ む れ に 石 川 啄 木

正 岡 子 規

酒 に 対 す 白 居 易 東 風 吹 か ば 菅 原 道 真

山 中 幽 人 と 対 酌 す 李 白 白 玉 の 若 山 牧 水

折 楊 柳 楊 巨 源 や わ ら か に 石 川 啄 木

桑 乾 を 渡 る 賈 島 我 が 胸 の 平 野 国 臣

新 涼 書 を 読 む 菊 池 三 渓 春 の 野 に 大 伴 家 持

清平調詞その（一） 李 白 晴 れ て よ し 山 岡 鉄 舟

代表者氏名

年齢性別 歳

宗家・会長 宗家・会長
代表者住所


